
鹿屋市漁業協同組合



国内未侵入病原体の伝播
未承認水産医薬品の使用と残留
トレーサビリティー etc.

モジャコ漁での混獲尾数：ごく少数

1986年以降, 年約200万尾輸入



（中間魚に疑念の眼が向けられる中）



平成17年6月16日付 （アニサキスⅠ型幼虫）

1cm



日本水産大分海洋研究センター

鹿児島県垂水市漁業協同組合

水産総合研究センター（養殖研・水工研・西水研）

東京大学・東京海洋大学・長崎大学
鹿児島県水産技術開発センター・宮崎県水産振興協会







（Mushiake et al., 1994, 1998；浜田・虫明, 2006）
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カンパチ21
（目標：2006）

PJ終了翌年に成功

PJ応募前に成功
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カンパチ21
（計画外：2008）

（2006～2009）

カンパチ21

（飼育下）



① 沈降死（0～6日齢）

仔魚の比重増大，無開鰾

⇒ 通気で上昇流形成 ⇒ 開鰾促進
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② 摂餌不良（6～15日齢）

ﾜﾑｼｻｲｽﾞや照度が不適切，水面に蝟集 (遊泳不全)

⇒ L型ワムシ，照度100 lux以上，強めの通気

③ つつき合い・共喰い（20～35日齢）

成長差(大小差) ⇒ 適正飼餌料による成長較差
の解消
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PJ目標：10～20%
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2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

通常期採卵人工種苗

早期採卵(12月)人工種苗

中国産種苗(鹿児島県)

中国産種苗(愛媛県)

体
重
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平 均

2.4 kg

2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

平 均

2.7 kg

最 大

2.8 kg

5～7月通常期人工種苗（従来）

12月早期人工種苗（目標）

中国産天然種苗（鹿児島県A）

中国産天然種苗（鹿児島県B）
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10月早期人工種苗（計画外）

平均で

1kg に

達しない





350～600中国産天然種苗

早期人工種苗（12月採卵）

通常期人工種苗（5月採卵）

*

*

（15 cm≦）

216～232
248～283

（早期人工種苗：10月採卵） （261～314）



期間の短縮 により

⇒ 経費＋リスクの低減

⇒ コスト削減

中国産
天然種苗

早 期

通常期
人工種苗

人工種苗



*

*



0 (～5)％





1993:09:23 14.26  7F7E2638964

1993:09:23 14.28  7F7E2638964

1993:09:23 14.25  7F7E2638964

1993:09:23 14.25  7F7E2638964

1993:09:23 14.25  7F7E2638964

1993:09:23 14.25  7F7E2638964

1993:09:23 14.25  7F7E2638964
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早期種苗（35 g）



類結節症による大量死亡 が発生
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卵の効率的駆除方法



村瀬ら（2011）（500×）（40×）
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卵のふ化には

最低4日以上 必要



平均水温
23.8℃

1.5h  3h    6h   24h 1.5h  3h    6h   24h

露出時間 露出時間

湿潤箱 空調下
海水中

前
処
理
条
件

平均湿度 100%
平均気温 24.1℃

平均湿度 72%
平均気温 23.9℃

Benedenia seriolae成虫の産卵直後に供試

卵
の
ふ
化
率
（％
）

卵
の
水
分
含
量
（％
）

（湿度70％ 程度）

24時間の露出で

卵は ふ化しない

試験区１ 試験区２

対
照
区

（無処理）



3m×3m×深さ3m

2.8m







論文公表や学会発表
業界誌掲載や成果発表会

⇒ 一方通行では 伝わらない？

による情報提供

同じ場所で魚を観て学ぶ実体験型の研修を通した
飼育技術の向上

⇒ お互いの認識共有と種苗生産の成功体験の積み重ね

各機関における飼育技術の継承と人材育成

⇒ 全体レベルアップによる原魚国産化の推進

⇒ 天然資源の保護 ＋ 養殖業の成長産業化への貢献



⇒ 主たる原因は 形態異常，低成長 か？

人工種苗は敬遠・蔑視される傾向が強い

⇒ 本物作りへの 飼育技術 ＋ マンパワー 不足

中国産輸入種苗や天然種苗との差別化を推進

対 生産者： 高成長や耐病性等の優良形質の付与＋家系保持技術

対 消費者： 安全性＋味覚＋機能性（健康・長寿，美容）の提供

⇒ 人工種苗の特性を最大限に発揮（付加価値の向上）

連携によるｼﾞｬﾊﾟﾝ･ﾌﾞﾗﾝﾄﾞの創出（対 中国産輸入種苗）

⇒ 飼育のプロによる “本物作り” に本気の連携！




